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１. ２０２５年度大学祭実行委員会決算報告書 

（１） 収入 

分類 金額（円） 

①昨年度繰越金 58,631 

②自治会予算申請費 2,000,000 

③企画援助費・学生寄付金 0 

④同窓会寄付金 250,000 

⑤教職員寄付金 337,112 

⑥公費物品申請費 1,070,000 

⑦団体徴収金（模擬店） 2,096,528 

⑧団体徴収金（Music Festival） 960,000 

⑨団体徴収金（保険） 221,700 

⑩団体徴収金（イベントステージ） 114,000 

⑪団体徴収金（放送） 4,000 

⑫団体徴収金（立て看板） 10,500 

⑬協賛金 3,714,787 

⑭金利 2,052 

総額 10,839,310 
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（２） 支出  

分類 主な用途 金額（円） 

①企画費 機材レンタル費、ステージ設営費等 3,101,335  

②広告費 パンフレット・ビラ印刷費、外部広報費等 334,809  

③木材費 ゲート制作費、看板制作費等 616,155  

④通信費 郵送費等 43,905  

⑤消耗品費 インク購入費、テープ購入費等 513,170  

⑥電子部品費 スピーカー、音響設備等 662,392  

⑦保安費 断熱板、リストバンド等 443,977  

⑧団体徴収金 
模擬店・Music Festival・イベントステージ 

放送・立て看板の運営費 
2,225,028  

⑨その他雑費 フェンスレンタル費、清掃業者、引落手数料等 116,641  

⑩次年度繰越金  2,781,898  

総計 10,839,310  
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２. ２０２６年度大学祭実行委員会予算案 

（１） 収入 

分類 金額（円） 

①昨年度繰越金 2,781,898  

②自治会予算申請費 1,900,000  

③企画援助費・学生寄付金 0  

④一般寄付金 100,000  

⑤同窓会寄付金 250,000  

⑥教職員寄付金 250,000  

⑦公費物品申請費 930,000  

⑧協賛金 2,500,000  

⑨団体徴収金（模擬店） 2,815,848  

⑩団体徴収金（Music Festival） 1,170,000  

⑪団体徴収金（保険） 221,700  

⑫団体徴収金（イベントステージ）  120,000  

⑬団体徴収金（放送） 4,000  

⑭団体徴収金（立て看板） 10,500  

収入合計 13,053,946 

 

・自治会費、公費物品申請に関し、快くご協力くださった団体の皆様に心より感謝申し上げます。 

・③企画援助費・学生寄付金は今年度も実施を見送ります。 

・⑧協賛金は、昨年度は想定以上に協賛金収入が伸びましたが、単年度的な要因による可能性もあるた

め、今年度も２５０万円を見込んでおります。 

・⑫～⑭の各種団体徴収金は、昨年度⑨団体徴収金（模擬店）費目として処理されていたものを細分化

したものです。 
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（２） 支出  

分類 主な使用用途途 金額（円） 

①企画費 機材レンタル費、ステージ設営費等 5,874,260 

②広告費 パンフレット・ビラ印刷費、外部広報費等 467,106 

③木材費 ゲート制作費、看板制作費等 442,463 

④通信費 郵送費等 35,750 

⑤消耗品費 インク購入費、テープ購入費等 628,629 

⑥電子部品費 スピーカー、音響設備等 633,128 

⑦保安費 断熱板、リストバンド等 857,430 

⑧その他雑費 フェンスレンタル費、清掃業者等 270,650 

⑨予備費 各局 5万円ずつ割り当て 300,000 

支出合計 9,509,416 

収支合計 ＋3,544,030 

 

・最大の支出費目である①企画費には、団体徴収金を元手に購入する物品が組み込まれています。 

・⑨予備費は、トラブル無く大学祭が終了した際には全額次年度繰越金に組み込まれます。 
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３. イベント保険への加入について 

（ 実施のお知らせ〉 

２０２３年度から食中毒の発生、火災による周囲への延焼等の重大事故に備え、実行委員会を含む全

団体にイベント保険への加入を実施しています。今年度も安心安全な大学祭を実現するため引き続き行

う方針です。 

昨年度と同程度の補償内容である保険商品への加入を考えており、現在選定作業中です。 

 保険金の負担額は、昨年度同様の団体：大学祭実行委員会＝２：１の配分でお願いする予定です。 

 加入商品が決まり次第、納入方法と合わせてご報告いたします。 

 



 

６ 

４. 安全局 安全管理計画について 

（１） 概要 

第２２回みやこ祭を安全第一の原則に則って運営するため、安全管理計画を作成し、それに基づいた

企画運営・活動を行います。 

（２） 参加団体禁止事項リストについて  

大学祭期間中における重大事故の発生リスクを低減することを目的として、今年度も「参加団体禁止

事項リスト」を施行いたします。 

 

本リストは、過去の事例および想定されるリスクに基づき、危険因子を明文化したものであり、大学

祭実行委員会および参加団体全体で情報を共有することにより、組織的なリスク管理体制の強化および

大学祭実行委員会内における安全基準の明確化を図ることを目的としております。また、本リストは大

学祭における安全性の確保、事故・トラブルの未然防止、ならびに参加団体の安全意識の向上を目的と

しており、全参加団体に配布のうえ、事前に内容を周知いたします。 

 

今年度より違反行為を発見次第、１回目は指摘及び注意のみ行いますが、次回以降同一内容の違反行

為が確認された場合には違反点数を付与いたします。ただし、違反点数１０点の「処分」、５点の「警

告」に該当する項目は、違反回数を問わず即座に点数を付与します。また、「処分」に該当する項目に

関しては、該当団体の出店を停止します。 

 また、３日間を通して累積１０点に達した団体に対しても出店停止の措置を講じることで、ルールの

実効性を担保いたします。なお、違反点数や出店停止措置の基準については、安全上の必要性に応じて

見直しを行う場合がございます。 

 

※以前の各会議におきましては違反点数１０点の「処分」に該当する項目のみ、違反回数を問わず即座

に点数を付与するとご説明しておりましたが、違反点数５点の「警告」についても、事故に直結する

可能性の高い禁止事項であるため、違反回数を問わず即座に点数を付与いたします。 

 

 別冊資料の本リストに記載されている違反点数５点に該当する項目につきましては、赤文字にしてあ

ります。 
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（３） 安全防災担当より 

大学祭での模擬店運営においては、プロパンガスボンベや発電機をはじめとした火気を使用するた

め、火災や一酸化炭素中毒などの事故が発生する恐れがあります。そこで、これらの事故防止のため、

以下の対策を講じます。 

I. 大学祭実行委員会内での危機管理意識の向上 

すべての実行委員が安全に関する知識を身につけ、安全・危機管理への意識を高められるよう、大

学祭実行委員会内に向けた火気取扱いや緊急時対応に関するマニュアルを作成し、継続的な指導を行

い、緊急時における迅速な対応やリスク事象の早期発見を図ります。 

II. 火気チェック 

i. 目的 

火災や一酸化炭素中毒等の事故防止のため、火気使用の準備や事故防止策が正しく行われているか

を確認します。 

ii. 実施内容 

準備日は、業者様によるプロパンガスボンベの設置が終わり次第、安全局の人員が火気チェックシ

ートに従って火気使用の準備および火気の試運転が正しく行われているかを確認します。 

大学祭開催日は、１０時と１５時の１日２回、安全局の人員と教職員で模擬店を巡回し、同様に火

気使用の準備および使用が正しく行われているかを確認します。 

 

また、チェックシートに則って準備が行われていなかった場合、不備がある部分を巡回者が指摘

し、準備ができ次第当該参加団体の責任者から再度声をかけてもらい確認します。 

ただし、１回目のチェック開始時刻までに模擬店運営のためのすべての準備ができていない場合

と、１回目のチェックを受けずに営業を開始している場合、その他火気チェックシートの項目に違反

している場合は、参加団体禁止事項リストに基づいて対応をいたします。 

 



 

８ 
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III. 消防講習の実施 

i. 目的 

模擬店運営者に火災事故が起きた際の緊急対応を習得していただき、安全な模擬店の運営を図ると

ともに、万が一の緊急時に対応できるよう備えます。 

ii. 実施内容（１０月中旬を予定） 

消防署の方を招き、事故対応についての講習を受講します。模擬店参加団体のうち、火気を使用す

る団体は「火気取扱責任者」の出席を必須とし、欠席は原則認めません。なお、当日無断で欠席した

団体については、模擬店の出店を認めない方針を検討しております。 

 

火気を使用しない団体については、代表者と副代表者の出席を原則必須とします。 

昨年度は雨天の中の講習となってしまったため、今年度は屋内でも実施できるよう体制を整えてま

いります。 

 

※事情により参加ができない団体には、その理由を証明できる書類等を提出していただき、安全局に

て確認いたします。 

欠席が認められた場合には、講習動画を視聴し、確認問題へ回答するよう求めます。 
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（４） 環境衛生担当より 

I. 食品 

i. 概要 

模擬店の運営にあたって、食中毒を発生させないため以下の対策を講じ、参加団体に徹底していた

だきます。 

ii. 取扱食品の制限および局内での精査 

八王子市保健所が発行している、臨時営業等の取扱要綱および学園祭食品衛生マニュアルに則り、

取扱い禁止食品を別表１に、取扱可能食品を別表２に示します。 

模擬店参加団体にはその表を基に食品を申請してもらい、安全局・事務局内で精査をした後、八王

子市保健所に提出します。 

今年度より、食品取扱申請書に「調味料」の記入欄を新設いたします。参加団体が使用する調味料

を含むすべての食品について申請していただきます。 

また、食品取扱申請書に記載のない食品の使用・調理工程は禁止とさせていただきます。 



 

１１ 
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iii. 検便検査の実施 

模擬店参加団体の参加者全員を対象に検便検査を実施することで、食中毒発生の因子を未然に排除

し、また万が一食中毒が発生した際の原因究明の手がかりとします。 

（ 実施方法】 

① 実行委員会は、団体に企業様が作成した申込書兼リストの用紙を配布する。 

② 団体ごとに、申込書兼リストを記入し、メールまたは FAXにて企業様に送信する。 

③ 企業様から実行委員会にまとめて送付された検査キットを、各団体に配布する。 

④ 検査キット配布の際に、検査代金を回収する。 

⑤ 回収した代金を実行委員会が振り込む。 

⑥ 団体ごとに検体をレターパックで企業様に送付する。 

⑦ 検査結果が実行委員会に届くので、陽性者が出た団体に対してのみ通知する。 

※プライバシー保護のため、検査結果通知用のメールアドレスを作成して、団体の代表者に通知しま

す。 

（ 模擬店参加団体の負担軽減】 

団体の負担軽減のため、検便検査一連の流れをマニュアル化して団体に配布します。加えて、企業

様と検査の申込状況や検体発送状況を都度共有し、把握します。 

なお、当日の対応については下記の項目に記載します。 
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iv. 大学祭当日の対策 

（ 参加団体への徹底事項の周知】 

参加団体が大学祭当日に扱うことのできる食品は、あらかじめ大学祭実行委員会に申請し認められ

たものに限ります。 

 

食中毒対策として、参加者および調理環境の衛生管理の徹底を呼びかけます。 

→例 仕込みを行う際の施設の衛生管理の徹底、使い捨て調理器具の使用や調理者の手洗いの徹底を

呼びかけます。加えて、各参加団体にアルコール除菌スプレーを配布し、食品を扱う前後の消

毒の徹底も呼びかけます。 

 

検便検査で陰性証明を受けた参加者のみが模擬店テント内に入れるようにすることで、テント内の

人数を制限します（各団体に検便検査済みの人数分のリストバンドを配布し、着用をしていただきま

す）。 

 

食品の食中毒防止のため、調味料を含む食品のクーラーボックスでの保管を徹底します。クーラー

ボックスの使用方法をマニュアル化し、参加団体に適切な食品の保存方法を周知します。加えて、調

味料を含む開封済み食品の翌日への持ち越しを防止するため、営業前の模擬店巡回時に、実行委員が

模擬店内の食品（クーラーボックス内を含む）を確認します。開封済み食品が確認された場合は、当

該食品を回収し、返却は行いません。また、参加団体に対しては、各営業日で使用する量を見越して

食材等を準備すること、営業終了後に使い切れなかった開封済み食品は廃棄し、翌日の営業へ持ち越

さないことを周知徹底します。 

 

アレルギー食品摂取による健康被害を未然に防止するため、来場者向けに９種のアレルギー表示ラ

ミネート（卵・小麦粉・牛乳・そば・落花生・かに・えび・くるみ・カシューナッツ）を掲示してい

ただきます。その際、記載内容について事前に参加団体に申請してもらい、大学祭実行委員会内で審

査したうえで正しいアレルギー表示ができるようにします。 

 

学内での歩き売りについては、食中毒の発生防止、雑踏防止の観点から禁止とさせていただきま

す。 

 

酒類の販売、構内への持ち込みに関しても、安全管理および事故防止の観点から禁止とさせていた

だきます。 

 

これらの周知事項は参加団体向けのガイドラインをはじめ、当日マニュアルに記載し、加えて事務

局主催のみやこ祭参加準備会議、模擬店設置会議等においても指導を行うことで周知に努めます。 
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v. 巡回による注意喚起と管理 

食品の常温放置等による食中毒の発生のリスクを減らすため、毎時間担当者による巡回を行うこと

により参加団体に注意を促します。 

食中毒が発生する危険性があると判断した食品は販売させない等の対応を行います。 

各模擬店の巡回が終わるごとに記入するチェックシートを作成し、どの模擬店まで巡回が完了した

かを視覚的に確認できるようにすることで、円滑な仕事の引き継ぎを図ります。 

参加団体に向けた周知事項をもとに作成された参加団体禁止事項リストに沿って巡回を実施しま

す。このリストの内容は、参加団体向けの資料にも掲載することで、参加団体自身でも食中毒の防止

に努めてもらうように呼びかけを行います。 

常温放置不可の食品をあらかじめリスト化することで、大学祭実行委員会内での食品の保存に対す

る基準を明確にします。 

巡回中にその他の懸念点が生じた場合には、直ちに大学祭本部に報告し、判断を仰ぎます。 

II. 清掃・ごみ処理 

i. 概要 

大学祭の開催にあたり、来場者および参加団体が快適かつ安全に過ごせる環境を維持するために以

下の対策を講じ、参加団体および来場者に徹底していただきます。 

ii. 分別 

大学祭期間中、可燃、不燃、ペットボトル、ビン、カンの５種類に分別することを参加団体および

来場者に促します。また、屋外のみ串・割り箸用のゴミ箱を設置します。その他、木材や段ボールな

どは別途指定の位置に捨てていただきます。 

昨年度、仮設ごみ集積所でごみの回収を行っていない時間帯に、大学祭とは関係のないごみを廃棄

している団体が確認されました。 

このような行為を防止するため、今年度より、大学祭とは関係のないごみを廃棄したことが発覚し

た団体に対し、次年度の大学祭への参加の禁止等のペナルティを課します。大学祭期間中は、大学祭

で発生したごみのみを仮設ごみ集積所へ廃棄していただきます。 

iii. 仮設ごみ箱 

屋外のごみ箱には実行委員が常駐することで来場者に対するごみの分別の呼びかけを行います。ま

た、人員の都合上全てのごみ箱に委員を配置できない事態に備えて、分別を呼びかけるラミネートを

ごみ箱近くに掲示することで来場者のごみの分別に対する意識の向上を目指します。 

降雨対策として、昨年度同様、屋外に設置するごみ箱は可能な限り屋根がある所に設置します。 

iv. 模擬店エリアの養生 

模擬店下の敷石の汚損対策として、例年同様ブルーシートおよびビニールシート、段ボールで養生

を行います。昨年度同様、段ボール養生の範囲は可能な限り広く確保し、油じみ防止を図ります。ま

た、インフォメーションギャラリーで出店する油使用団体は、掲示板の土台部分にも段ボール養生を

お願いします。降雨によって段ボールが濡れてしまった場合には、翌日の営業開始前に養生し直して

もらう可能性があるため、予備の段ボールも用意するようお願いします。 

 



 

１５ 

（５） 施設管理担当より 

I. 概要 

みやこ祭における大学構内の施設管理を担当します。構内施設の機能保持のため、屋内火災の防止

策の実施、屋内備品・掲示物の管理を行います。 

II. 装飾案の回収・確認 

安全性保持のため、屋内参加団体・模擬店団体・特別参加団体の装飾案を回収し、大学祭実行委員

会の定める基準を満たしているかを確認します。 

III. 電気関連の安全対策 

屋内参加団体の電力使用による事故を防止するため、以下の対策を講じます。 

i. 仮設電線の使用禁止 

教室外からの延長コードによる電力供給は、現時点で安全性を担保することが困難であるため、

禁止とします。 

ii. 上限電力の設定 

1. 制限 

１つの配線における最大電力は、２０A×１００V＝２０００Wです。ただし、安全性を確保す

るため、上限電力を１５００Wとします。 

2. 設定基準 

ブレーカーを選定する基準として、安全率があります。安全率とは、電気機器の負荷電流の合計

に一定の係数をかけることで、安全面を考慮して余裕を持たせるための値であり、一般的に 

１.２５～１.３程度です。 

例えば、消費電流が５.０Aのパソコンを考えます。この時、安全率を１.３とすると、 

５.０A×１.３＝６.５Aとなり、６.５A以上の規格のブレーカーを選ぶ必要があります。 

3. 結論 

よって、安全率を１.３として上限の電力を逆算すると、２０A÷１.３≒１５Aとなります。した

がって、１配線当たりの上限電力は１５A×１００V＝１５００Wとなります。 

  

※１配線に複数のコンセントがついている場合、すべてのコンセントの合計電力の上限が 

１５００Wとなります。 

※複数の教室で配線を共有している場合、１５００Wを教室数で割った値が各教室の上限電力と

なります。 

iii. 使用する電気機器・電力の事前確認 

屋内参加団体に、大学祭期間に使用する電気機器・電力を事前に提出してもらいます。教室の上限

電力を超えている場合、出店を認めません。 

また、昨年度に引き続き、準備日・当日の使用電気機器の変更は安全管理の観点から今年      

度も認めません。 

ただし、電化製品配置案の内容変更受付を大学祭期間の１週間前、１０月２４日（土）まで行いま

す。 
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iv. 電気関連の知識の周知 

参加団体に電気に対する安全知識を身に着けてもらうため、第２回部屋割り会議（８月２０日

（（木））、第４回参加準備会議（１０月１２日（月・祝））にて説明を行います。説明する内容は、延

長ケーブルのコイル化・タコ足配線の危険性・断線の危険性・ほこりによるトラッキング現象につ

いてです。 

v. 屋内巡回の実施 

1. 概要 

大学祭期間中、屋内参加団体が適切な電気使用を行っているか確認するため巡回を    

行います。 

2. 日時 

１０月３１日（土） 準備日の物件移動後 

１１月１日（日）、１１月２日（月），１１月３日（火・祝） 

９：３０～１１：００、１２：３０～１４：００、１６：００～１７：３０ 

3. 確認項目 

・申請していない電化製品を使用していないか 

・プラグに埃が溜まっていないか 

・コードやプラグが劣化していないか 

・コードに負荷がかかっていないか 

・コードを巻いたり、束ねていたりしていないか 

・コードを養生テープで固定しているか 

・コンセントが正しく接続されているか（緩くなっていないか） 

・テーブルタップの上限電力を超えて使用していないか（使用している場合） 

・電化製品配置案と異なる配置をしていないか 

 

※初回の巡回で申請通りの電気機器の使用が確認できた場合、検定証を電気機器に貼り付けて

もらいます。次回以降はその検定証を確認します。 
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（６） 風紀交通担当より 

I. 雑踏管理 

i. 目的  

混雑時および緊急時に正門での入場制限を実施することで、構内の雑踏事故を防止します。  

ii. 雑踏事故防止のための入場制限 

＊入場制限基準  

・事前に養生テープで地面に１㎡の枠を設置し、１㎡あたり３.５人を基準とします。 

・６つの混雑度測定地点を設け、１時間ごとに計測します。  

・それぞれの地点において１０秒ごとに５枚の写真を撮り、平均して枠の中に何人いるかを測定し

ます。 

・６つの測定地点のうち、基準を超えた地点が同時に２つ以下の場合、それぞれに誘導員を派遣し

人流確保に努めます。基準を超えた地点が同時に３つ以上の場合、誘導員を派遣すると同時に入

場制限を実施します。  

  

＊群衆密度測定地点  

①（入場門付近（ 

②（インフォメーションギャラリー（ 

③（生協広場上通路中央（ 

④（図書館前（ 

⑤（１号館２階（南門側階段通路分岐点） 

⑥ ７号館２階イベントステージ側階段 

 

＊計測と判断  

・担当者は、測定地点で１時間ごとに写真を撮り大学祭本部に送信します。 

・大学祭本部は送られた写真を確認し、基準と照らし合わせ判断を行います。  

  

＊入場制限の解除  

入場制限開始から３０分ごとに再度計測を行い、基準を超えなかった地点が３つ以上になった場

合、入場制限を解除します。  

iii. 事故、災害発生時の入場制限  

＊火災発生時 

①（構内で火災の発生が認められた場合、安全が確保されるまで来場者の入場を一時的に制限しま

す。（ 

②（大学祭本部は、火災発生の報告を受けたら入場門テントに連絡し、来場者の構内への進入を止め

させます。（ 

③（消火が完了し来場者の安全が確保でき次第、大学祭本部は入場門テントに連絡し、来場者の入場

を再開させます。 

  

＊災害発生時  

①（重大な災害（地震等）が発生した場合、設置備品倒壊の可能性があり、ゲートを潜ることは（危険

であると考えられます。そのため、地震発生後安全点検を行い、安全が確認されるまでの間、来場

者の入場を一時的に制限します。（ 

②（火災時と同様に、大学祭本部が判断を行い、入場門テントに指示を出します。 
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II. 盗難対策 

i. 目的  

大学祭期間中は多くの来場者および参加者が構内を行き来するため、通常の大学生活以上に盗難 

のリスクが高まることが懸念されます。そのため、会場全体での注意喚起を行い、危機意識を高める

ことで、所持品の盗難・紛失を防ぎます。昨年度盗難事件は確認されませんでしたが、今年は三日間

開催による来場者の増加が予想されるため、より一層盗難対策を強化していきます。 

また、盗難対策について団体が把握できておらず、大学祭当日に対策が間に合っていなかったとい

う事例が確認されました。その対策として、参加準備会議で団体に向けて強く盗難対策の呼びかけ

（（次ページ参照）を行います。  

ii. 放送による注意喚起 

＊方法  

・大学祭当日は、渉外局放送担当より、３０分間隔程度で盗難注意を呼び掛ける放送を行い   

ます。 

・放送原稿は安全局風紀交通担当が作成し、放送担当の協力の下、事前に録音します。  

・来場者の多様化も考慮し、英語での放送も行います。  

＊期間  

１１月１日（日）、１１月２日（月）、１１月３日(火・祝) １０：００～１９：００  

＊所管  

原稿作成…安全局風紀交通担当  

録音…安全局風紀交通担当、渉外局放送担当  

当日の放送…渉外局放送担当  

iii. 参加団体への呼びかけ  

＊方法  

参加団体マニュアルに記載、参加準備会議で説明し事前に参加団体へ周知を行います。  

（（以下参加団体ガイドラインより）  

（ 模擬店参加団体】  

・貴重品は常に持ち歩くなどして各自で適切に管理する。  

・荷物を模擬店に置く場合は、すべて各模擬店のブルーシートで区切られたスペース内に一カ所に

まとめて置き、荷物の口を閉じて各団体で用意した防犯ネットや大きい布等で覆う。 

（ 屋内参加団体】  

・貴重品は常に持ち歩くなどして各自で適切に管理する。  

・荷物から離れるときは、荷物置場には常時待機者を置く。  

（ 特別参加団体】  

・貴重品は荷物に入れてまとめておき、蓋を閉じて荷物置場には常時待機者を置く。  

・荷物から目を離さないよう注意する。  

・人目のつくところに荷物を置かないようにする。  

（ 特別教室（１１号館、１２号館等）】  

・荷物は必ず鍵のかかる控室に置いておく。  

・貴重品は発表などをする際以外は持ち歩く。  

（ 学生ホール・サークル棟】  

・部室以外に荷物を置かない。  

・部室が無人であるときは施錠をする。 
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iv. 模擬店裏の立ち入り制限  

＊方法  

カラーコーンの設置や張り紙による情報宣伝と立ち入り禁止テープにより、模擬店スタッフ以外の

立ち入りを制限します。  

 

＊期間  

１１月１日（日）、１１月２日（月）、１１月３日（火・祝）終日  

v. 張り紙  

＊方法  

・掲示板やベンチ等に盗難注意の張り紙を行います。  

・来場者の多様化も考慮し、英語での表記も行います。  

＊所管  

張り紙作成および設置…安全局風紀交通担当  

vi. 巡回  

＊方法  

・屋外巡回時に荷物がルール（参加団体ガイドライン参照）通りに管理されているか確認します。 

・フリー巡回（後述の所管参照）による構内巡回  

…フリー巡回が置いたままの荷物発見（団体）→団体が戻るのを待ち、団体に対してペナルティを

課しルール通りに管理するように注意する。 

…フリー巡回が置いたままの荷物を発見（ベンチなど）→落し物として回収  

＊期間  

１１月１日（日）、１１月２日（月）、１１月３日（火・祝）１０：００～１９：００ 

＊所管  

屋外巡回…安全局員および他局の巡回シフトの委員による各担当箇所を範囲とする巡回  

フリー巡回…安全局風紀交通担当長・施設管理担当長による構内全域を範囲とする巡回 
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III. 設置備品管理  

i. 目的  

設置備品の倒壊による事故を防ぎ、来場者・参加団体の安全を確保します。学祭期間中の設置備品

の点検を行い安全管理に努めます。 

ii. 概要 

①（構造、設置方法（ 

・看板の固定、また十分な量の重さの配置（・固定可能なものに関しては、すべて柱等に括り付け

ます。（ 

・TI看板の重りの量をベニヤ板１枚につき５４kg、１／２サイズで２７kg、 

１／３サイズで１８kgとします。（ 

・ゲート内部にも重りを置いてゲートの転倒を防止します。（ 

・針金の先の処理方法の決定をします。（ 

・備品裏側に「作成日時」「設置日時」「備品識別番号」「大学祭実行委員会」「局」「担当」を 

記載します。（ 

 

②（備品作成、設置段階でのチェック（ 

・備品作成時・設置時に安全局員による立ち合い＆チェック（ 

・チェックリストは、設置備品巡回（後述）のものを使用します。（ 

・安全局員によるチェックが得られていないものは設置不可とします。（ 

iii. 設置備品巡回 

＊方法 

・すべての設置備品（看板、ゲートなど）を巡回、点検します。 

・釘、針金のとび出し、木材の歪みや亀裂等の有無をチェックします。 

・その場で修復できる場合は修復を行い、できない場合は本部より委員を派遣し撤去します。 

・強風等で看板が倒れる危険性がある場合は、巡回担当者が事前に倒しておくなどの対応をしま

す。 

＊期間 

・１０月３１日（土）１９:００～２０:００  

・１１月１日（日）、１１月２日（月）、１１月３日（火・祝） 

１０:００～１１:００、１５:００～１６:００  

＊人員  

・ペア１ 安全局風紀交通担当、事務局立て看板担当 ２年生１人 １年生１人  

・ペア２ 安全局風紀交通担当、渉外局 TI 担当 ２年生１人 １年生１人 
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IV. 駐車規制 

i. 東門での車両の入退構管理について 

・昨年度に引き続き、今年度も守衛の方から東門の入構ゲートのリモコンを２つお借りし、東門にお

いて車両の入退構管理と誘導を行いたいと考えています。 

・使用期間は１０月３１日（土）～１１月４日（水）です。 

・当日は、大学祭実行委員が常駐し、入構車両リストに基づいてゲートの開閉および誘導を行いま

す。 

・退構の際は再入構の有無を確認し、臨時入構許可証の回収を徹底します。 

・今年度も昨年度と同様、雨天時用としてテントを設置する予定です。そこで設置場所としてフロン

ティア棟の隣（第５駐車場と反対側）の障がい者用スペースを使用する予定です。 

・また第３駐車場２階を障がい者用スペースの代替地として設ける予定です。 

ii. 臨時入構許可証管理について  

対象は以下の通りです。  

1. 大学祭本部関係車両  

2. 参加団体委託業者車両  

3. 大学祭参加団体車両  

4. フリーマーケット車両  

  

・１団体につき１枚臨時入構許可証を発行します。  

・申請の段階で入構車両を把握し、大学祭期間中、東門に常駐している大学祭実行委員にリストを持

たせ、許可証を回収します。 

iii. 第３駐車場、６号館地下駐車場、第６駐車場の使用について  

大学祭期間中、６号館地下駐車場を参加団体委託業者車両の駐車場、第３駐車場２階を参加団体車

両の駐車場及び障がい者スペースとして使用する予定です。 

また、満車の際の予備として第６駐車場を使用する予定です。事前に看板の設置や SNSや HPを

使用し、大学祭期間の駐車場・駐輪場使用の周知を行います。  
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iv. 情報処理施設北側駐車場、第１駐車場の使用について  

大学祭期間中、情報処理施設北側駐車場を参加団体車両・参加団体委託業者車両の積み下ろし用

の駐車場として使用する予定です。 

また満車の際の予備として情報処理施設北側駐車場の傍の縦列駐車場を使用する予定です。第３

駐車場、６号館地下駐車場、第６駐車場事前と同様に看板の設置や SNS、HPを使用し、大学祭期

間の駐車場・駐輪場使用の周知を行います。  

v. ロータリーの使用について  

大学祭期間中、東門ロータリーをフリーマーケット車両の積み下ろし場所として、北門ロータリ

ーを緊急車両・大学祭本部関係車両の進入場所として使用する予定です。 

V. 駐輪規制 

i. 大学祭期間中の駐輪について  

大学祭期間中、来場者の安全を確保するため構内での自転車の通行を制限します。 

南門～北門、８号館～１２号館の区間を自転車の乗り入れ禁止とし、インフォメーションギャラ

リー～８号館手前までの区間を自転車の持ち込み禁止とします。 

大学祭期間中の駐輪場として、６号館前駐輪場、本部棟横、１２号館地下駐輪場を使用する予定

です。  

ii. 自転車の路上駐輪対策について  

大学祭期間中、大学祭実行委員による巡回を行い大学周囲の公道上に駐輪されていないか確認

し、構内の駐輪場への移動をお願いします。 

南門付近は、入場門テントの担当者が確認を行い、公道上に駐輪しようとしている来場者を見つ

けた場合、担当者が構内の駐輪場を案内し、そちらへの駐輪を促します。  
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iii. 自転車撤去について  

大学祭開催にあたって、１０月３０日（金）の夜に自転車撤去を行います。 

撤去対象場所 撤去先 

インフォメーションギャラリー ６号館前駐輪場 

AV棟前 

１号館奥中庭駐輪場 
学生ホール周辺 

図書館前 

１号橋 

体育棟 

１２号館地下駐輪場 １１号館付近 

１２号館付近 

  

・自転車が上記の撤去先に収まらなかった場合は、本部棟横に自転車を置かせていただきたいと考

えています。  

・自転車撤去の際に、従来設置されているコーンを回収、移動したいと考えています。移動したコ

ーンは大学祭終了後に大学祭実行委員が元の場所に戻します。 

vi. 自転車撤去の周知ついて  

自転車撤去の実施にあたって、事前にインフォメーションギャラリー、AV 棟前、１号橋、学生

ホール周辺、図書館前、体育棟前、１１号館付近、１２号館付近に駐輪されている全ての自転車に

張り紙を貼り付け、事前の移動の要請と撤去の周知を行います。 

また、自転車撤去を告知する張り紙を１０月上旬にインフォメーションギャラリーに設置しま

す。 

vii. 駐車場・駐輪場について  

以上の用途で下記の施設を使用する予定です。 

第６駐車場 

自動車駐車場 

１３号館駐車場 

情報処理施設北側駐車場・縦列駐車場 

第３駐車場２階 

６号館地下駐車場 

東門ロータリー 
積み下ろし等自動車進入場所 

北門ロータリー 

体育棟横駐輪場 バイク駐輪場 

※入構はスポーツ門からのみとします 多目的運動場裏駐輪場 

６号館前駐輪場  

１２号館地下駐輪場 自転車駐輪場 

本部棟脇駐輪場  

 

 

 



 

２４ 

５. 事務局より 

別冊の『第２２回みやこ祭 参加団体・企画一覧』をご確認ください。 

 



 

２５ 

６. 企画局より 

別冊の『第２２回みやこ祭 本部企画承認資料』をご確認ください。 

 



 

２６ 

７. その他 

◆会議の開催予定  

 

＜参加準備会議＞  

・第２回 参加準備会議  

日時：８月２７日（木）１９：００〜 

 

・第３回 参加準備会議  

日時：９月２４日（木）１９：００〜 

 

・第４回 参加準備会議  

日時：１０月１２日（月・祝）１９：００〜 

 

※第２・３回の参加準備会議はオンライン（Zoom）、第４回の参加準備会議は対面（場所未定）で開催 

いたします。 

※大学祭への参加を希望する団体からは、第２・３回の参加準備会議への、代表者もしくはその代理 

１名の出席が必要です。 

※上部団体に加盟しており、大学祭への参加を希望する団体からは、第４回の参加準備会議への代表者 

と副代表者（代理不可）の出席が必要です。 

 

 

＜大学祭総会＞ 

・第３回 大学祭総会 

日時：１月２１日（木）１９：００〜 

場所：オンライン（Zoom） 

※上部団体に加盟しており、大学祭への参加を希望する団体からは、代表者もしくはその代理１名の出

席が必要です。 

 

※日時・場所は変更になる場合があります。メール等での連絡にご注意ください。 

※会議に関する連絡は第２２回みやこ祭の代表者にメールで行います。なお、代表者変更の連絡がない 

場合は昨年度の代表者に連絡しております。 

 

引き継ぎ等に伴い連絡先を変更する場合は下記のメールアドレスまでご連絡ください。 

 

メールアドレス：mepo.jimukyoku@gmail.com  

（（右の二次元コードからも読み取れます）  

 

 



 

２７ 

◆会議のお知らせ方法  

大学祭総会およびみやこ祭参加準備会議に関しては、みやこ祭公式ホームページやみやこ祭公式 X

（（ Twitter）によってお知らせします。大学祭総会においては看板による告知もありますので、都度の

フォローや確認をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

（ みやこ祭公式ホームページ】  

URL：https://miyakomatsuri.com 

（（右の二次元コードからも読み取れます） 

 

 

 

（ みやこ祭公式 X（ Twitter）】  

アカウント名：東京都立大学 大学祭実行委員会 事務局 

ユーザー名：@miyakomatsuri  

URL：https://x.com/miyakomatsuri 

（右の二次元コードからも読み取れます） 
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